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グリーン製品の需要創出等による
バリューチェーン全体の脱炭素化に向けた検討会

2025年5月29日（木）
ユニ・チャーム株式会社
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GHG排出量削減取り組みの歩みと課題認識
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本日はこちらの二名より、GHG排出量の可視化・データ連携に関する日雑業界における取り
組みについてご紹介させていただく

発表者ご紹介

ユニ・チャーム株式会社
上席執行役員
ESG本部長

上田 健次

ユニ・チャーム株式会社
ESG本部
ESG推進部長

辰巳 研一
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本日は以下の内容でお話をさせていただく

アジェンダ

1. ユニ・チャームのGHG排出量削減取り組みの歩み

2. これまでの取り組みを踏まえた課題認識

3. 質疑応答

投影のみ
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ユニ・チャームのGHG排出量削減
取り組みの歩み
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GHG排出量削減の必要性とユニ・チャームの取り組み

1 世界規模でGHG(Green Houses Gas・温室効果ガス)の排出量を削減する動きがあり、
それに伴って日本の消費者個人の環境意識も高まりつつあります

2 ユニ・チャームは商品の製造者として、サプライチェーン全体のGHG排出量の
責任を持っており、社外を巻き込んだ削減活動が必要です

ユニ・チャームのCO2排出量割合ランキング ユニ・チャームの環境目標2030

１位：購入した製品・サービス(53%)
２位：販売した製品の廃棄 (30%)
３位：自社内での電力使用 (6%)

自社外
での排出

原材料調達時のCO2 17%削減
使用済み商品廃棄処理時のCO2 26%削減
製造時CO2 34%削減

3 GHG排出量削減にむけてユニ・チャームは、GHG排出量の見える化をしたうえ
で、具体的施策として手が打てるようになることを目指しています

“見えて” “測れて” “手が打てる”

GHG排出量可視化プロジェクトの3つのSTEP

サプライヤ提供データに基づく
企業・製品単位の

GHG排出量がわかる

具体的な数値による分析
や試算ができる

実際にGHG排出量を減らす
ための施策が実行できる

2024年～推進中対応済対応済

出所：ユニ・チャーム「サステナビリティレポート2024」

ユニ・チャームのGHG排出量削減取り組みの歩み
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非財務情報の開示が求められる昨今において、情報収集するだけで力尽きない、削減に向け
て、見えて、測れて、手が打てるのステップで取り組みを進めてきた

GHG排出量活用のステップ

ユニ・チャームのGHG排出量削減取り組みの歩み

◼ 既存ビジネスや業務への環境価

値評価の導入 (i.e. ICP, 製品

開発/サプライヤー評価への環境

価値評価導入

◼ 環境への負荷低減を実現するた

めの具体的な対策手法の導入

◼ 削減対象部門や外部ステークホル

ダー別の削減ターゲットのアロケ・シ

ミュレーション

◼国内外の規制・規格動向を含む

外部環境を加味した削減量シナリ

オ分析

◼ 対策導入に向けたコストや売上等

財務インパクトを加味した財務・非

財務効果シミュレーション

◼ 注力スコープでの外部ステークホ

ルダーからの一次データ入手によ

る排出原単位データ精度向上

◼ 事業者・製品それぞれの算定目

的に応じた直接・間接排出量可

視化レベルの向上

◼ 二次データベースを用いた自社内

データ活用による事業者・製品算定

Step 1

Step 2

Step 3

Step 0

自社内での算定

シナリオ分析

一次データでの
GHG見える化

外部開示・
削減への取り組み

OODA/PDCAサイクル (継続的効果測定・改善)

見えて 測れて 手が打てる

FY22FY22 (1-3月) FY23 FY24～

現在地
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ユニ・チャームが行っているGHG排出量の可視化・削減の取り組みは、下記の3点において特
徴がある

ユニ・チャームの取り組みの特徴

ユニ・チャームのGHG排出量削減取り組みの歩み

*1:一般社団法人サステナブル経営推進機構のこと
*2:ISO規格に基づいて作成された要求事項に準拠した企業内の製品別CFPの算定ルール(Internal-PCR)に対して、SuMPOが信頼
性・妥当性を審査し、認証を与える制度
*3:I-PCR承認制度は現在ユニ・チャームと連携して実証中であり、ユニ・チャームのI-PCRは2024年1月-2月頃に審査完了・承認の見込
み。承認されれば第一号となる
*4:2024年1月時点ではUCPで製造している内製品(=非OEM製品)のうち、パーソナルケア商品の算定基盤の構築が完了しており、今後
算定範囲をペットケア商品およびOEM製品に拡大する

ユニ・チャームの取り組みの先進性

外部機関(SuMPO＊1)による
I-PCR承認制度＊2の認証を受けた
第1号＊3の算定規定を使用

信頼性のある
算定規定

全商品*4の原材料調達ー廃棄に至るまでの
製品ライフサイクル全体を対象として
GHG排出量の可視化を推進

全商品・工程
の可視化

排出量算定に用いるデータのうち
既に90%以上をサプライヤから直接収集しており、
正確なGHG排出量の把握が可能

データを
サプライヤから
直接収集
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一次データから排出量を算定することにより、サプライヤーの削減行動が排出量に反映される
ため、削減のサイクルが成立する

なぜ一次データが必要なのか

ユニ・チャームのGHG排出量削減取り組みの歩み

一次データ※1を利用した場合 二次データ※2から推計した場合

二次データから
排出量を推計

一次データから
排出量を算定

サプライヤーの
削減行動

削減効果が
排出量に

反映されにくい

サプライヤーの
削減行動

削減効果が
排出量に
反映される

削減の
サイクル
が成立

出所：環境省「カーボンフットプリント ガイドライン（第二部）」
※1  製品システム内で実際に取得されたデータに基づく計算から得られるプロセス、活動、排出 係数の定量化された値
※2 1次データの要件を満たさないデータを指す。2次データの情報ソースとして、外部データベースや論⽂等の同一製品カテゴリー・プロセスのデータ、代理データ (外挿・スケールアップ・ カスタマイズ) が存在する

再エネ導入により
排出量が減少しても

算定するデータには
反映されないので…

推定した結果には
再エネ効果が反映されず

再エネ導入により
排出量が減少すると

算定するデータに
その効果が反映されて…

推定した結果に
再エネ効果が反映される
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サプライヤー企業と連携してGHG排出量の削減を図り、それを踏まえて消費者への環境情報
の開示や業界全体での存在感を高めていくことを志向している

GHGバリューチェーン全体像と目指す方向性全体像

ユニ・チャームのGHG排出量削減取り組みの歩み

採掘~原料 基礎化学 機能材 消費者小売

大手小売り

Walmart

AEON

7&i

EC

楽天市場

Amazon

直販

B2B

メーカー

国内日雑品

ユニ・チャーム

花王

大王製紙

その他中小

海外日雑品

P&G

ユニリーバ

キンバリー

ブランディング

広告代理店

電通

博報堂

東急E

決済

決済事業者

VISA

PayPay

国内大手

三井化学

旭化成

東レ

国内大手

三井化学

東洋紡

JNC

UCグループ

コスモテック

UCKN

原
油

石油由来
原料

植
物

バイオマス
原料

回
収
品

リサイクル
原料

輸送

外郭
団体

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

合成化学

国内専業

海外大手

ガイドライン

国内大手

三井化学

東洋紡

JNC

国内専業

海外大手

業界データ連携
ルールメーカー

業界開示
ルールメーカー

GxD (IT・電子) Eco Beauty（コスメ）SAC（アパレル）CatenaX（自動車）

産業界データ連携
ルールメーカー

産業界開示
ルールメーカー

経団連Pathfinder SuMPO

政府系ルールメーカー 日本 欧州 米国

ESG監査

データ連携基盤ベンダ

ISO

EcovadisSedex

GHG protocol

監査法人

ESG Start-up 大手システムベンダ

BASFBASF

国内専業
海外専業海外専業

海外専業

サプライヤー企業との連携による
排出量可視化・削減

消費者が納得する
排出量削減開示

業界・関連団体が納得する
日雑業界における
業界標準の確立

一次データの連携
と削減への取り組み

確かな算定規定
の確立

統一的な開示
ルールの設定
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令和5年度より、日雑業界各社が集まり、個社では成し遂げることが難しい脱炭素のテーマに
対して、意見交換を行う場を開催し、取り組みを進めてきた

日雑業界における情報交換会の取り組み

ユニ・チャームのGHG排出量削減取り組みの歩み

参加企業

外部への発信

実施概要

◼ 各社のGHG排出量削減取り組みの紹介や意見
交換を通じて、業界として取り組みむべき内容につ
いて討議するために2023年5月より日雑各社が
集まる形で開催

◼ 個社では大きな成果を獲得し難いテーマである脱
炭素に対し、日雑業界はもとより産業界全体の取
り組みへと広げることを目標としている

2023年5月26日 （金）開催第1回

2023年8月25日 （金）開催 第2回

2023年11月24日 （金）開催第3回

2024年3月8日 （金）開催第4回

実施詳細

2024年10月28日 （月）開催第5回

参加企業

花王株式会社

小林製薬株式会社

大王製紙株式会社

ライオン株式会社

ユニ・チャーム株式会社

NTTコミュニケーションズ株式会社

参加省庁
環境省

経済産業省

会議運営サポート デロイト トーマツ コンサルティング合同会社

弊社・参加各社プレスリリースより引用
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プラットフォームを介したN対Nでのやり取りを実現するデータ流通基盤による一次データ収集の
効率化に向けて、実証実験も行ってきた

データ連携・収集基盤を介した一次データ収集

ユニ・チャームのGHG排出量削減取り組みの歩み

現在の一次データ収集プロセス

最終品
メーカー

小売・卸
資材
メーカー

原材料
メーカー

X社

Y社

Z社

A社

B社

α社

β社

a社

c社

b社

1対1でのコミュニケーションを主体としたやり取り

本基盤による一次データ収集プロセス

X社

Y社
Z社

A社

B社

α社

β社

a社

c社

b社

データ連携基盤

プラットフォームを介した
N対Nのコミュニケーション

① コミュニケーションが効率化され、収集にかかる工数が削減できる
② 統一化された規格でデータが流通することで、数値の信頼性・精度が向上する
③ 一次データを受領した各社が分析を行うことで、排出量削減へのアプローチを検討できるようになる

期待効果

情報交換会参加各社、サプライヤ複数社とともに実現に向けた実証実験を
2024年7月～2025年3月に実施
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ユニ・チャームの「えらぶ・つかう・めぐらせる」コンセプトを浸透させるため、5月中旬から、FY24 世界
環境デーのキャンペーンとしてユニ・チャーム単独のPR企画と小売店と協働で販促企画を実施した

FY24 世界環境デー Campaignの実施

ユニ・チャームのGHG排出量削減取り組みの歩み

施策実行・推進の後押し

 全社員向け勉強会：

GHG/CFPに関する社内の取り組みの理解促進

全社員向け(受講済みの商品企画部を除く)のGHG/CFPに
関する基礎レベルe-Learningの作成

FY24 世界環境デー Campaign :ユニ・チャームの「環境にやさしい」コーポレートイメージの創造

A. ユニ・チャーム単独のPR活動

全現法AreaへのPR活動/Media発信

消費者意識・行動調査の実施と態度表明(日本国内)

B.小売店と協働での販促企画

店頭ツールによる企画対象商品の環境性能の訴求

対象製品の売り上げに応じた各地域の緑の募金への寄付

ユニ・チャームの環境対応の考え方

Social Charming (GHG領域)

「えらぶ」「つかう」「めぐらせる」の3コンセプト
による訴求

環境対応の特設Webサイト(常設)
:ユニ・チャームの環境に対する対応の態度表明・
 「環境にやさしい」コーポレートイメージの創造

ステートメント・目指す姿(ロードマップ含む)の掲載

活動内容・関連ニュースの紹介

体現

体
現

 環境意識調査(内部)：
効果測定と今後の施策検討のインプット情報調査

消費者の環境意識調査実行によるVoCの収集

1

２

3 ４
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これまでの取り組みを踏まえた
課題認識

投影のみ
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Appendix



Copyright (c) Unicharm Corporation. All rights reserved.

Confidential

15

データ流通実証実験のご紹介
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消費財業界のサプライチェーン構造は、ハイテク産業と比較して複雑かつ、商品のバリエーショ
ンが多いためサプライチェーン全体の統合管理の難度が高い

対象産業のサプライチェーン構造・性質の違い仮説

データ流通実証実験のご紹介

ハイテク産業サプライチェーン(イメージ) 消費財業界サプライチェーン(イメージ)

製品種数が少なく、上位Tierから下位Tierに向かって1:Nの形で
部品が構成されており、End to Endの統合管理がしやすい

製品種数も多く、各Tier間の原料がN:Nの形で
やり取りされているため、End to Endでの統合管理が難しい

出所 :GRB-CBF_CarbonFootprintRules-EV_June_2023.pdf (europa.eu)

最終製品別
排出量

最終製品
種類数

少

設計変更
頻度

低

最終製品 Tier1 Tier2 Tier3

蓄電池

Cathode

fans

busbars

System
control

Anode

Electrolyte

・・・

coolant

Electronics

Power
electronics

Battery cell

Cooling 
system

Battery
 module

Electrics

最終製品 Tier1 Tier2 Tier3

包装フィルム PET キシレン

吸水性樹脂 PP プロピレン

その他消費財 ・・・ ・・・ ・・・

プラスチック容器 包装用紙 木材チップ
・・・

・・・

プロセス製造ディスクリート製造ディスクリート製造

衛生用品
(おむつなど)

不織布 PE エチレン

日用品
(洗剤など)

界面活性剤 アクリル酸 分解油ベンゼン

紙パッケージ スルホン酸 アルコール

最終製品
企業数(国内)

少
30社

最終製品別
排出量

最終製品
種類数

多

設計変更
頻度

高

最終製品
企業数(国内)

多
784社

高*2

4801.3kg-CO2/個

低*3

0.01kg-CO2/p

*1 :後述出所をもとに、蓄電池容量1kwhあたりに発生するGHG排出量を83.5kg-CO2、一般的な車載蓄電池の容量を57.5kwhとして概算で算出

(Is it the end of combustion and engine combustion research? Should it be? , EVバッテリーとは？（種類・容量・交換・開発課題・解析）)

*2 :*FMCGの代表例としてユニ・チャームの2023Q3製造品の1pieceあたりの排出量の平均値(129.5g-CO2)を使用

https://eplca.jrc.ec.europa.eu/permalink/battery/GRB-CBF_CarbonFootprintRules-EV_June_2023.pdf?trk=public_post_comment-text
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S2666691X22000409
https://cybernet.co.jp/ansys/solution/industry/motor/carelectronics/colum/ev_battery.html
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2024年9月にGX/GHGに関するタウンホールミーティング・記者レクを開催し、FMCG GHG
一次データ流通実証に関する対外的発信を行った

タウンホールミーティング・記者レクの様子

データ流通実証実験のご紹介
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主要紙の翌日（9/28）朝刊、及びWEBニュース、専門誌の掲載状況は以下のとおり

（参考）記事掲載状況の共有

データ流通実証実験のご紹介

2024/9/28朝刊
（日本経済新聞、読売新聞、産経新聞、東京新聞 他）

専門誌、WEBニュース
（化学工業日報、日刊工業新聞、日経クロステック他）
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ステークホルダー間でデータを流通させるには課題が多く、温室効果ガスの領域においても同様
である

データ流通における一般的な課題

データ流通実証実験のご紹介

データ提供側のニーズ データ利用側のニーズ

• データ提供による競争力の取得

• データ提供のための加工の効率化

• データの秘匿性の担保

• レピュテーションリスク対策

• データの所有権の明確化

• データ活用による事業成長

• 有益なデータの容易な取得

• 取得データの容易な利活用

• データの信頼性の担保

• 明確なデータの利用ルール

カーボンニュートラルという環境領域においても、
公正・安全な一次データ流通課題の解決が必要不可欠である

データの取得・
利用の容易性

データ流通の
公平性・透明性

データ利用時の
リスク払拭

普及活動

データ取得における課題
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一次データ流通を促進させるためには顕在化している課題に対して答えられる要素を持ったシ
ステム基盤が必要になる

一次データの効率的収集に向けた成功の要諦

データ流通実証実験のご紹介

情
報
交
換
会
で
の
ご
意
見

ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
社
で
の

取
り
組
み
か
ら
の
学
び

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4

5

一次データ流通にはサプライヤを広く
集める必要がある

小さな企業を中心とした、一次データ
提供の負担の軽減が必要である

上流については競合する領域ではなく
協調が必要

自社単独では大きなPFの立ち上げは
困難である

官公庁との連携が必要である

他のイニシアチブとの連携が必要

算定についてもツールなどのサポートし、
負荷を軽減したい

サプライヤ知見のバラつきにより、   
情報精度が不安定である

各社の指定に沿って、個別
フォーマットで対応いただくのは難しい

情報の秘匿性が高く、提供に時間を
要する

各社の取り組みは始まっているものの
その形式は統一化されていない

算定していただくにしても、その原資が
ないサプライヤーも多い

広くサプライヤが参画し、
業界で共有される必要がある

業界に幅広く使われる
大きなプラットフォーム

連携するデータに統一された
規格が存在しない

流通するデータ粒度の統一

情報の秘匿性が高く、
開示のハードルが高い

秘匿性を担保した情報流通

サプライヤごとに均質化されず
確からしさを担保できない

データの中身に対する
信頼性の担保

算定の知見も原資も
不足している

算定にかかる
負荷・原資の低減

サプライチェーン上においては
Eco-Systemをまたぐ企業もいる

他のEco-Systemへの
簡便な連携

各社使用している排出量管理の
システムが異なる

あらゆるシステムに
適応できる基盤

基礎
要件

持続可能
な運用
のための
要件

サプライヤ・メーカー双方の情報
連携に工数がかかっている

効率的で統一化された
情報授受

成功の要諦課題
1

2

3

4

5

6

8

7
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参加企業の皆様の連携状況やご懸念事項をもとに、関連ステークホルダとの連携は戦略を
もって事務局を中心として推進していきたいと考えている

社会実装・機能拡大に向けた進め方

データ流通実証実験のご紹介

実証実験 社会実装 機能・参加企業拡大

関連ステークホルダー連携

STEP1 STEP2, 3

• 必須と想定される業務要件を
実行することで、社会実装の必
須要件と実現課題を洗い出す

• 実証実験で明らかになった要件
を満たす基盤を社会実装する

• 洗い出された課題に対応する

• 基盤の機能拡充と参加企業の
拡大により、さらなる業務効率
化と持続的発展を実現する

• 本取り組みを対外的にアピールすることでエミネンス・信頼性を高め、参加企業
拡大につなげる

• 他のイニシアチブの取り組みと整合性が取れた姿を実現することで、独自仕様
ではない汎用的な仕組みとする
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今回の実証対象はデータを連携し、収集する基盤のみであり、各社の算定についてはスコープ
外としている

GHG排出量管理ソリューション分類

データ流通実証実験のご紹介

GHG排出量管理
ソリューション

データ連携
・収集基盤

算定・可視化
ソリューション

各算定・可視化ソリューションで
算定した排出量データをサプライ
チェーン全体の組織・ソリューショ
ン間で秘匿性を保ち流通させる
ためのプラットフォーム

社内データやデータ連携基盤を
介した外部ステークホルダのデー
タを基に排出量を算定・可視化
するためのプラットフォーム

データ連携
・収集基盤A

算定・可視化
ソリューションA

企業Aユーザ 企業Bユーザ 企業Cユーザ

算定・可視化
ソリューションB

算定・可視化
ソリューションC

データ連携
・収集基盤B

データ連携
・収集基盤C

ソリューション分類 ソリューション概要
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柔軟で簡便かつ信頼性の高く、この取り組みに適していると思われた、Data Spaceを今回の
取り組みには採用している

活用するData Spaceという技術

データ流通実証実験のご紹介

中央集権的
データべース

企業A 企業B

企業C 企業D

データA データB

データC データD

データ
スペース

企業A 企業B

企業C 企業D

従来の中央集権型管理 Data Space

データA データB

データC データD

容易で柔軟に接続できる

相手や中身が信頼できる

データは提供者が保持 (データ主権)

1

2

3

接続先は中央管理

データの信頼性は管理者が担保

データは管理者が保有

1

2

3
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Data Spaceは経団連においても今後の活用が検討されており、今後産業界において活用
が進むのではないかと考えている

経団連におけるData Spaceの検討

データ流通実証実験のご紹介
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共通的な算定・データ共有要件についてはGxDコンソーシアムでの検討内容を参照させて頂
き、FMCG業界特有の要件を鑑みた”つながる”仕組み作りを検討している

FMCG一次データ連携基盤構想・要件

データ流通実証実験のご紹介

データを改竄なく秘匿性を担保しつつ連携ができる

連携基盤を介して授受されるデータが途中で改竄されるこ
となく、契約などに応じて想定される二社間のみが閲覧可
能(他は閲覧不可)な状態で連携される

基盤経由かつ統一形式でのデータ連携が業務効
率化に寄与する

個社ごとに実施していたデータ連携業務と比較して基盤を
介す、また統一形式への転記作業などを含めた一連の業
務を想定しても効率化に寄与する

秘匿性

業務
効率性

FMCG
適合性

複雑かつ変化の多いVCに基盤によるデータ連携の
考え方が適する

N対Nのデータ連携や設計変更などに伴う頻繁な連携内
容変更など、FMCGで想定されるデータ連携の複雑性を
踏まえても、業務効率化などに寄与する

1

2

3

FMCG一次データ連携基盤としての優先・特有要件一次データ連携基盤構想

各企業は、本基盤に接続された見える化Appもしくは、基盤に併設
されるポータルサイトより、データ連携にまつわる各種業務を行うことを
想定する

サプライヤー バイヤー

見える化App
導入企業

見える化App
導入企業

見える化App
非導入企業

見える化App
非導入企業

データ
接続
サービス

データ連携基盤

希望データ検索
契約締結・管理

一次データ依頼・受領

希望データ検索
契約締結・管理

一次データ依頼・受領

各社
見える化

App

各社
見える化

App

基盤
ポータル
サイト

基盤
ポータル
サイト

資材情報登録
契約締結・管理

一次データ登録・送信

資材情報登録
契約締結・管理

一次データ登録・送信
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データ連携方針や検討方針など細かい部分に違いはあるものの、それぞれ目指す目的は
類似しており、将来的な連携を念頭に検討を進めている

他イニシアチブとのデータ連携方針・検討方針の比較

データ流通実証実験のご紹介

蓄電池SC連携基盤 (Ouranos Ecosystem) 一次データ連携基盤実証 (本実証)

アプリケーション、ユーザ認証システム、データ流通システム、蓄電池
のトレーサビリティ管理システムの、それぞれのシステムが疎結合する
ことでサプライチェーン上のデータ連携を実現するアーキテクチャとする

各企業は、本基盤に接続された見える化Appもしくは、基盤に併設
されるポータルサイトより、データ連携にまつわる各種業務を行うことを
想定する

ﾕｰｻﾞ認証
ｼｽﾃﾑ

蓄電池
ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ
管理
ｼｽﾃﾑ

その他
自動車
業界関連
ｻｰﾋﾞｽ

蓄電池のﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ
管理ｼｽﾃﾑ

蓄電池の
CFP・DDを
認証するｼｽﾃﾑ

各種識別子
を発行する
ｼｽﾃﾑ

・・・

ﾕｰｻﾞｼｽﾃﾑ
又は都度出力

ﾕｰｻﾞｼｽﾃﾑ
又は都度出力

ﾕｰｻﾞｼｽﾃﾑ

ﾃﾞｰﾀ流通ｼｽﾃﾑ
他の国内外
ﾃﾞｰﾀｽﾍﾟｰｽ

ﾕｰｻﾞ企業A ﾕｰｻﾞ企業B ﾕｰｻﾞ企業C

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝA ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝB

CFP情報管理

ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝのﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ管理

・・・

ﾕｰｻﾞ情報管理

識別子変換

ﾃﾞｰﾀ送受信(ｺﾈｸﾀ)

ﾃﾞｰﾀ変換(ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾑ)

他ｼｽﾃﾑとの接続(ｱﾀﾞﾌﾟﾀ)

CFPｱﾌﾟﾘ CFPｱﾌﾟﾘ

ﾕｰｻﾞ認証

ｼｽﾃﾑ認証

サプライヤー バイヤー

見える化App
導入企業

見える化App
導入企業

見える化App
非導入企業

見える化App
非導入企業

データ
接続
サービス

データ連携基盤

資材情報登録
契約締結・管理

一次データ登録・送信

希望データ検索
契約締結・管理

一次データ依頼・受領

資材情報登録
契約締結・管理

一次データ登録・送信

希望データ検索
契約締結・管理

一次データ依頼・受領

各社
見える化

App

各社
見える化

App

基盤
ポータル
サイト

基盤
ポータル
サイト
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